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1. 日本大学大学院総合社会情報研究科とは・・・
1）インターネット利用通信制大学院のパイオニア (表1)　

•1999年4月　独立大学院でスタート（学科長は瀨在日大総長兼任）
　　　　　　　　 国際情報・人間科学・文化情報の3専攻（定員各30名）
•2003年4月 博士課程認可（総合社会情報研究科1本で定員9名）
•2004年4月　研究生制度を採用
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1818
2121
1717
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入学者数入学者数

5858
6666
7272
114114
116116
170170
受験者数受験者数

人間科学専攻人間科学専攻文化情報専攻文化情報専攻国際情報専攻国際情報専攻

入学者数入学者数受験者数受験者数入学者数入学者数受験者数受験者数

5757202047478484平成平成1111年度年度

5555171732323333平成平成1212年度年度

4444222230303131平成平成1616年度年度

5353262638384343平成平成1515年度年度

4343191940404242平成平成1414年度年度

6363262649496363平成平成1313年度年度

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ　Q＆Ａ　　　　http://atlantic2.gssc.nihon-u.ac.jp/qa.htm

表表11　入試状況　入試状況
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2）多様なニーズに対応する徹底した個人指導 (表2,6)

•課目数101、専任教員26名、兼任教員41名

表表22　　
学生の年齢別・職業別・地域別分布学生の年齢別・職業別・地域別分布

出所：日経ＢＰムック「変革する大学」シリーズ
　　　　日本大学2004-2005年版　p.73 

表表6 6 ②　②　
総合社会情報研究科専任教員一覧総合社会情報研究科専任教員一覧

（一部抜粋）　（一部抜粋）　

出所：日経ＢＰムック「変革する大学」シリーズ
　　　　日本大学2004-2005年版　p.78,79 

44

3）時間・距離を越えた双方向コミュニケーション授業 (表4,5,10,11,12)
•主力はメールとインターネット利用のサイバー講義
　（衛生中継システム利用の公開授業など）
•海外からの遠隔授業も（教員・院生双方とも可能に）

表表44　入学から卒業までのスケジュール　入学から卒業までのスケジュール

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科
　　　　2004年度大学案内 p.7，8 

表表55　学習方法　学習方法
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3）時間・距離を越えた双方向コミュニケーション授業 (表4,5,10,11,12)

•主力はメールとインターネット利用のサイバー講義
　（衛星中継システム利用の公開授業など）
•海外からの遠隔授業も（教員・院生双方とも可能に）

表表1010　授業の状況　授業の状況

①近藤大博教授の授業　（動画）①近藤大博教授の授業　（動画） ②サイバー講義（五十嵐雅郎教授）②サイバー講義（五十嵐雅郎教授）

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科　サイバーゼミ 記録
66

表表10 10 ③サイバーゼミスケジュール③サイバーゼミスケジュール

2004 サイバーゼミ 7-1822:00 20:00 　7/20（火）

2004年度第1回ゼミ22:00 20:00 　7/18（日）

2004 サイバーゼミ 7-1812:00 10:00 　7/18（日）

2004サイバーゼミ7-1721:30 19:30 　　7/17（土）

2004 サイバーゼミ 7-1712:00 10:00 　7/17（土）

04年度第４回（通算21回）サイバーゼミ22:30 21:00　7/11（日）

2004 サイバーゼミ 7-17（リハーサル12:00 10:00 　7/10（土）

（仮）英文購読サイバー講座16:00 14:00　7/6（火）

サイバー講義16:00 15:00　6/28（月）

2004年度ゼミ定例会（6月26日）12:00 10:00　　6/26（土）

サイバーゼミ22:3021:00　　6/23（水）

2004サイバーゼミ　6-1921:30 19:30 　6/19（土）

サイバーゼミ14:50 14:00 　6/13（日）

サイバーゼミ22:30 21:00 　6/6（日）

2004サイバーゼミ　5-2216:00 19:30 　5/22（土）

サイバーゼミ16:00 14:00 　5/22（土）

サイバーゼミ22:30 21:00 　5/18（火）

サイバーゼミ22:30 21:00 　　4/29（木）

2004サイバーゼミ　4-2421:3019:30 　4/24（土）

イベント名イベント名
終了終了
時間時間

開始開始
時間時間

月　日月　日

2004サイバーゼミ12-421:30 19:30 　12/4（土）

2004サイバーゼミ11-2021:30 19:30 　11/20（土）

2004サイバーゼミ10-3021:30 19:30 　10/30（土）

2004年度第10回（通算27回）サイバーゼミ22:30 21:00 　10/26（火）

2004年度第9回（通算26回）サイバーゼミ22:30 21:00 　10/12（火）

2004年度第8回（通算25回）サイバーゼミ22:30 21:00 　9/26（日）

オープン大学院in神戸15:00 14:00　9/19（日）

2004年度第7回（通算24回）サイバーゼミ22:30 21:00 　9/12（日）

2004サイバーゼミ 9-1121:30 19:30 　9/11（土）

サイバー講義17:00 15:00 　9/7（火）

2004年度第6回（通算23回）サイバーゼミ22:30 21:00 　8/30（月）

2004年度第5回（通算22回）サイバーゼミ22:30 21:00 　8/22（日）

2004サイバーゼミ 8-2121:30 19:30 　8/21（土）

オープン大学院in神戸　予行演習22:30 21:00 　8/18（水）

IT研究会サイバーセッション第1回22:30 21:00 　8/10（火）

サイバー茶話会22:00 20:00 　8/1（日）

イベント名イベント名
終了終了
時間時間

開始開始
時間時間

月　日月　日

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科　
　　　　内部用HP　サイバーゼミ 　
　　　　　http://atlantic.gssc.nihon-u.ac.jp/~cyber/cyber.html

3）時間・距離を越えた双方向コミュニケーション授業 (表4,5,10,11,12)
•主力はメールとインターネット利用のサイバー講義
　（衛生中継システム利用の公開授業など）
•海外からの遠隔授業も（教員・院生双方とも可能に）
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・スクーリング、面接ゼミ、地方ゼミの充実

表表1111　ゼミ集合スケジュール（五十嵐ゼミ　ゼミ集合スケジュール（五十嵐ゼミ20042004年度）年度）

出所：五十嵐雅郎公式ＨＰ 　http://atlantic.gssc.nihon-u.ac.jp/~igarashi/index.htm 88

表表1212　スクーリング風景（佐々木教授の講義）　スクーリング風景（佐々木教授の講義）

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科 2004年度大学案内 p.14 

・スクーリング、面接ゼミ、地方ゼミの充実
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表表33　修了者と修了率　修了者と修了率

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科 2005年度大学案内

4）成果は高い修了率と博士課程進学率に (表1,3)

1010

2. 成功の鍵は明確な設立目的と
　　　　　　　　　　　　　　それに対応する教育体制

1）教育目的は「社会人に対する高度専門知識の提供と再教育」 (表2,6)
表表66①①

総合社会情報研究科公式ホームページ総合社会情報研究科公式ホームページ

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ　
　　　　http://atlantic2.gssc.nihon-u.ac.jp/
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2. 成功の鍵は明確な設立目的とそれに対応する教育体制
1）教育目的は「社会人に対する高度専門知識の提供と再教育」 (表2,6)

総合社会情報研究科設立の趣旨と目的総合社会情報研究科設立の趣旨と目的

出所：日本大学大学院
　　　 総合社会情報研究科
　　　 2004年度大学案内 p.4 1212

2）教育方法は「パソコンを開けば、そこがキャンパス」、院生のニーズに
　マッチした「知的サービスの提供」で、それを可能にする研究体制の採用

(表7,8,9,10)

•情報メディアの活用（衛星通信も併用）
•教員による直接の課目指導とアドバイス
•アシスタントによるパソコン研修、サイバーゼミ研修、資料収集指導

表表77　パソコン研修の写真　パソコン研修の写真



3

1313

表表88　大学院内部用ホームページ　大学院内部用ホームページ CONTENTSCONTENTS

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科　内部用HP CONTENTS 

2）教育方法は「パソコンを開けば、そこがキャンパス」、院生のニーズに
　マッチした「知的サービスの提供」で、それを可能にする研究体制の採用

(表7,8,9,10)•情報メディアの活用（衛星通信も併用）
•教員による直接の課目指導とアドバイス
•アシスタントによるパソコン研修、サイバーゼミ研修、資料収集指導
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表表99　図書の利用　図書の利用

出所：日本大学公式HP 　図書館案内　http://www.nihon-u.ac.jp/library/library.html

2）教育方法は「パソコンを開けば、そこがキャンパス」、院生のニーズに
　マッチした「知的サービスの提供」で、それを可能にする研究体制の採用

(表7,8,9,10)
•情報メディアの活用（衛星通信も併用）
•教員による直接の課目指導とアドバイス
•アシスタントによるパソコン研修、サイバーゼミ研修、資料収集指導
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2）教育方法は「パソコンを開けば、そこがキャンパス」、院生のニーズに
　マッチした「知的サービスの提供」で、それを可能にする研究体制の採用

(表7,8,9,10)
•情報メディアの活用（衛星通信も併用）
•教員による直接の課目指導とアドバイス
•アシスタントによるパソコン研修、サイバーゼミ研修、資料収集指導

　授業の状況　授業の状況

①サイバー講義　佐々木健教授①サイバー講義　佐々木健教授 ②サイバー講義　竹野一雄教授　②サイバー講義　竹野一雄教授　

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科　サイバーゼミ 記録
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3）教職員、在校生、修了生相互のネットワーク強化 (表15,16,17,18)

•教職員、院生が積極的に参加する広報活動
•集合ゼミ、サイバーゼミ、研究会、学会を通じての院生、修了生の
異業種間知的交流

•公開講座、地方公開シンポジュームへの修了生の積極的参加

②平成②平成1616年度地方セミナー年度地方セミナー

表表1515　公開講座・地方セミナー　公開講座・地方セミナー

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ 公開講座
　　　http://atlantic2.gssc.nihon-u.ac.jp/ko_kaiko_za.htm

②平成②平成1616年度公開講座年度公開講座

1717

3）教職員、在校生、修了生相互のネットワーク強化 (表15,16,17,18)

•教職員、院生が積極的に参加する広報活動
•集合ゼミ、サイバーゼミ、研究会、学会を通じての院生、修了生の
異業種間知的交流

•公開講座、地方公開シンポジュームへの修了生の積極的参加

表表1616　電子マガジンの一例　電子マガジンの一例

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科　電子マガジン
　　　　http://atlantic.gssc.nihon-u.ac.jp/~e-magazine/index.htm
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①平成①平成1616年度公開講座年度公開講座

経営研究会経営研究会

ライターズユニオンライターズユニオン

歴史研究会歴史研究会

ケア問題ネットワークケア問題ネットワーク

行政研究会行政研究会

時事問題を考える会時事問題を考える会

ITIT研究会研究会

表表1717　研究会・サークル一覧　研究会・サークル一覧

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科　
　　　　内部用HP　サークル・大学院祭
　http://atlantic.gssc.nihon-u.ac.jp/club/index.html

表表1818　オープン大学院（平成　オープン大学院（平成1616年度）年度）

出所：オープン大学院in神戸 ＨＰ
　　　http://www.sets-yam.org/gssc/

3）教職員、在校生、修了生相互のネットワーク強化 (表15,16,17,18)

•教職員、院生が積極的に参加する広報活動
•集合ゼミ、サイバーゼミ、研究会、学会を通じての院生、修了生の
異業種間知的交流

•公開講座、地方公開シンポジュームへの修了生の積極的参加
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3．競争優位の源泉は・・・
1）受験者のニーズに対応出来る専任教員の確保 (表13)

•指導教員を指名して受験するシステム
•課目選択も指導教員のアドバイスで

表表1313　指導教員を選んで受験　指導教員を選んで受験

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ　Q＆Ａ　　http://atlantic2.gssc.nihon-u.ac.jp/qa.htm

2020

2）教員の研究内容、指導方針についてディスクロージャーの徹底
　　　　　　　　　　　(表6,14)

•大学院のホームページ、教員のホームページの充実

表表6 6 ①① 総合社会情報研究科ホームページ総合社会情報研究科ホームページ

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ　

2121

表表6 6 ④④ 専攻案内専攻案内

（１）近藤大博教授（１）近藤大博教授 （２）五十嵐雅郎教授（２）五十嵐雅郎教授

出所 ：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ
　　　　近藤大博教授インタビュー
　　　　　http://atlantic2.gssc.nihon-u.ac.jp/kintro.htm

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ
　　　　 五十嵐雅郎教授インタビュー
　　　　http://atlantic2.gssc.nihon-u.ac.jp/kintro.htm

2）教員の研究内容、指導方針についてディスクロージャーの徹底
　　　　　　　　　　　(表6,14)

•大学院のホームページ、教員のホームページの充実
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表表1414　指導教員の紹介　指導教員の紹介 （五十嵐雅郎教授）（五十嵐雅郎教授）

①教員ホームページの紹介①教員ホームページの紹介 ②修士論文テーマ一覧②修士論文テーマ一覧

出所（左）：五十嵐雅郎公式ＨＰ
　　　http://atlantic.gssc.nihon-u.ac.jp/~igarashi/index.htm

出所（右）：日本大学大学院総合社会情報研究科公式ＨＰ　
　　　五十嵐雅郎教授ゼミ生の研究テーマ
　　　http://atlantic2.gssc.nihon-u.ac.jp/kintro.htm

2）教員の研究内容、指導方針についてディスクロージャーの徹底
　　　　　　　　　　　(表6,14)•大学院のホームページ、教員のホームページの充実
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3）院生、修了生への研究成果発表の場を用意 (表16,19)
　　（学会誌、紀要、電子マガジン、電子ブック）

表表1616　電子マガジンの一例　電子マガジンの一例

出所：日本大学大学院総合社会情報研究科　電子マガジン
　　　　http://atlantic.gssc.nihon-u.ac.jp/~e-magazine/index.htm
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表表1919　学会誌（国際情報学会）　学会誌（国際情報学会）

出所：日本国際情報学会公式ＨＰ
　　　　http://www3.ocn.ne.jp/~bin-go/

3）院生、修了生への研究成果発表の場を用意 (表16,19)
　　（学会誌、紀要、電子マガジン、電子ブック）
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4）教員の自発的な研究・教育法開発の支援

5）「通信教育」で「通心教育」を

2626

※参考

開設年度経費概算 　（単位：千円）

150,000人件費

28,000ヘルプデスク業務

57,000PC関連費用

1,800ホームページ作成

（注）人件費は、修士論文指導の専任教員 12名分、
　　　事務職員および教員補助スタッフ 7名分を含む。
　　　なお、オフィス、研究室の賃借料などは含まず。


